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               4月 26日（火）から 3日間、奈良 

              ・京都・大阪方面に 3年生が修学旅行 

              に行きました。5分前集合もきちんと 

              守り、しおりにそって余裕のある集団 

              行動ができました。何より、みんなと 

              過ごすことの意義をよく理解して、誰 

一人、いやな思いをすることなく、楽しく過ごした 3日間に心癒やされ 

ました。京都で念珠作りをみんなと体験しましたが、家族の分も真剣に 

集中して作っていた 3年生。最高記録は、何と 10個！森瑞季さんでし 

た。2日目は、京都班別行動。心配された雨も午後に少し降りましたが、 

全員無事に、宿に到着。みんなのエピソードを聞きながら食べる夕食は 

格別。食事も全員で協力して完食。宿の方もさぞかし気持ちが良かった 

ことと思います。何も指示しなくても、後片付けは食器の種類別にあっというまに終了。てきぱ

きということばがぴったりの動きでした。就寝時間、起床時間もきちんと守り、体調も自己管理

できました。3日目は、生徒たちが楽しみにしていた USJ。途中、雨もありましたが、乗り物の

スリルを味わう人、いろいろな建物巡りを楽しむ人、お店で買い物や食事をする人、全員が誰か

と一緒にいろいろな過ごし方をしていました。やさしい気持ち、満載の 3日間。修学旅行後は、

生徒会も部活動も運動会も、学校生活の全てを 3年生が「活力ある勝田中学校」へと導きます。

3年生としての自覚も誇りも十分に感じた修学旅行。自ら考えて秩序正しく自発的に集団行動で

きる力（自立）、わがままを抑えて集団の中でよりよい行動へと自分を律する力（自律）、この２

つの力が 3年生の姿として、しっかりと修学旅行の地に刻まれました。今後の 3年生に期待がふ

くらみます。 

 

 

 

 

 

 

 

             ５月２日は、今年度初めての参観日。１年は理科、２年は社会、３年 

は英語の授業でした。PTA総会では、校長が学校経営や生徒指導の方 

針をご説明いたしました。その後、PTA活動の年間活動について審議、 

承認されました。本年度も、本校の生徒たちがひたむきにがんばってい 

る姿を保護者・地域の皆様に、どんどん公開して参ります。どうか一人で

も多くの皆様が学校にお越し下さり、子どもたちのがんばる学校生活を支えてやって下さい。 
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５月２日（月） 

参観日・学級懇

談会・PTA総会

がありました。 ３年生は親子で和気あ

いあいの給食試食会 
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              １年生の道徳の授業です。テーマは「克己」 

             自分の弱さや負けそうになる心に打ち克って、 

             高い目標に挑戦する相撲選手の映像を題材に 

             中学生になった自分たちを高めようという気持ちをもった授業です。

３年生の修学旅行でも「自立」と「自律」を実践した生徒たち。１年生も自らを励まし、自らを乗

り越える習慣を身につけようと努力しています。日々の学びが、そのまま子どもたちが社会を生き

抜く力になるよう、教員も教材を工夫して生徒たちが興味を持って学習できる授業に変えていきま

す。 

 

 

                ５月９日（月）美作署の交通課 

            の方に講師をお願いして、１年生の交通 

安全教室を行いました。自転車は車両です。 

加害事故を起こすと、中学生でも保護者に賠償責任 

が生じます。正しい自転車の乗り方や、人も自分も命の安全を守る交通安全に 

ついて学びました。中学生になると自転車通学の距離も長く、部活動等で自転車に乗る機会も増え

ます。学校では、平素から交通安全についての指導を行っていますが、ご家庭でも交通安全のマナ

ーやルールについてお子様と十分お話し合い下さり、ご指導をお願いいたします。また、多額の賠

償責任が生じる自転車の加害事故が社会的な問題になっています。自転車購入の際などに、さまざ

まな自転車保険が案内されています。各家庭でもご検討下さいますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 ５月１０日（火）生徒総会が開かれました。生徒会執行部、専門委員長の 

説明もしっかりできましたが、１年生もたくさん質問をして総会を盛り上げ 

ました。今夏の参議院選から１８歳以上の選挙権が行使されます。３年生は 

３年後には日本の政治の方向を決める大切な主権者になります。生徒会活動 

は、社会生活における公民権の第一歩です。役員を選ぶのも、役員がどんな仕事をやり遂げるかも、

生徒一人一人の力にかかっています。また、本当の意味で生徒が主役とな

れる学校生活を創るのも生徒会の力、生徒の自治の力です。 

自分が好きなことだけを、自由にわがままにすることは、よりよい社会 

生活ではありません。一人の意思を尊重することと、集団の秩序や安心を 

生むこととは決して矛盾しません。人の心が 

痛む発言や暴力が許されないのは社会の当然 

のルールです。精神的にも身体的にも、人を傷つければ、道義的・社 

会的な責任を問われます。お互いにとって住みよい社会とはどんなも 

のかを考える原点が学校です。３７人の社会生活が営めなくて、市民 

として県民としての責務は果たせません。共に学びましょう。 
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              卓球会場は美作アリーナ、 

         野球会場は奈義球場でした。どちらの 

         会場でも本校生徒の元気な挨拶と礼儀 

正しい姿を披露することができました。卓球女子団体３位、野球部３位に入賞 

し、７月の美作地区総体に勢いをつけることができました。野球部は初日の試

合で６点差を逆転、翌日の準決勝に駒を進めることができました。部活動の大会は、本校の課題で

ある「簡単に諦めない気持ち」「粘り強くがんばる姿勢」を育てる場でもあります。日々の練習を

地道に積み重ね、最後までやりきる勝田中学校の力を発揮しましょう。 

 

 

 

 ５月２０日（金）５校時、体育館で運動会の練習開始式を行いました。 

これから一日一日と、生徒の、生徒による、生徒のための運動会が創り 

上げられていきます。自分たちで活力ある運動会を保護者・地域の皆様 

方に見ていただこうという、３年生の気迫が伝わってきます。 

 ２３日（月）からは、いよいよグラウンドで１日練習開始。マイクは 

一切、使用しない本校の練習風景、「ひたむき」に取り組む生徒の姿には 

すがすがしさを感じます。 

 今週の土曜日、２８日が運動会本番です。ご家族の皆様、地域の皆様お誘い合わせの上、一人で

も多くの方々に、本校生徒の姿をご観覧いただけると幸いです。どうか、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１３日（金） 

５月１４日（土） 
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５月２２日（日）午後から、PTA 有志の皆様が校舎周辺の草刈りとグラウンド整備をし

てくださいました。夕方まで徹底してきれいに整えて下さり、２３日の運動場での練習開始

を本当に気持ちよく迎えることができました。２０日（金）には、鷹取勝也 PTA会長さん

と森元直樹 PTA副会長さんにグラウンドへの土入れと土ならしをお世話になりました。生

徒会副会長の鷹取侑也さん、保健体育委員長の鷹取和也さんも手伝いながら、遅くまでグラ

ウンド整備に時間をかけて下さいました。日曜日には、会長さんを始め、森元副会長さん、

長畑弘道さん、森美都男さん、所尚子さん、唐澤理枝さん、吉田淳さんがお手伝い下さいま

した。炎天下で大変な作業をしていただき、本当にありがとうございました。また、保護者

の方と一緒に野球部の生徒４名（唐澤賢汰さん、鷹取和也さん、鷹取侑也さん、吉田健命さ

ん）も参加し、保護者の皆様と共に、一生懸命、作業をしてくれました。整備の後、ライン

引きを手伝ってくれた生徒たちもいて、保護者に手伝っていただくだけでなく、自分たちの

運動会を自分たちの手でより良いものにしたいという気概が満ちあふれていました。 

本校は、ありがたいことに生徒数に比して大変広い校地です。緑豊かで美しい自然に恵ま

れた環境ですが、管理には大変な人手と時間がかかります。昨年もそうでしたが、保護者や

地域の皆様のお力添えがあってこそ、気持ちよい環境の下で、生徒たちが思い切り活動する

ことができています。いつもいつも温かいご支援をいただいておりますことに、心から感謝

申し上げます。 

また、本校柔道場で柔道教室「勝田塾」が開催されていますが、加藤万明さんを中心に勝

田塾のみなさんにも、柔道場周辺の草刈りや片付けをお世話になっています。ここでご紹介

する以上に、さまざまな形で、地域の皆様方にお世話になり、支えていただいて成り立って

いるのが本校です。そうした、感謝の気持ちを忘れず、さわやかで、はつらつとした中学生

が勉学に励み、活力ある学校生活を送ることで、地域の方々に少しでもご恩返しができれば

と考えております。教職員・生徒が一つになって、自信と誇りの持てる勝田中学校を創り上

げていきますので、今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

平成２８年５月２３日 

勝田中学校長   西村 睦美   


